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本調査報告の詳細（目次）は裏面をご覧下さい www.fourin.jp

トヨタはモビリティに関わるあらゆるサービスを提供するモビリティカンパニーを目指しています。これまで自動車メーカーは参

入障壁の高い複雑な機械を品質を確保しながら大量に生産することで優位な立場を築いてきましたが、 CASE による技術革

新の時代を迎え状況は変化しました。量産化の壁を越えた Tesla や水平分業型のビジネスモデルを志向する Apple など、 新

興企業の動きも活発化しています。

「100 年に一度の大変革の時代」を迎え、トヨタはこれまでのようにクルマを生産 ・ 販売するだけでなく、運用 ・ 廃棄までを含

むビジネスモデルに転換します。その中心的な役割を担うのが MSPF（Mobility Service Platform）です。MSPF はコネクティッド

カーのデータとモビリティサービスをつなぐ機能があり、 MSPF によって生み出されたサービスが普及することで、 サービス自体

から収益を確保できるだけでなく、MSPF に最適化したトヨタ車の販売拡大につなげる狙いがあります。また、スマートフォンとモ

バイルネットワークをコネクティッド戦略の中核技術に位置づけており、TOYOTA Wallet のスーパーアプリ化やモビリティサービ

スの KINTO アプリでの提供を検討しています。

クルマづくりにおいては、 ソフトウェアファーストの考え方を取り入れることを宣言しました。ハードウェアとソフトウェアの開発体

制を分離し、ソフトウェアを先行して開発 ・ 実装することで、顧客の嗜好や行動の変化に迅速に対応する考えです。ソフトウェア

ファーストを実現するため、顧客の求める価値を把握して提供する UX/UI(User Experience/User Interface) の重要性が更に

高まることが予想されます。

『トヨタの 2030 年モビリティ革命』は、モビリティカンパニーへと移行するトヨタの最新動向を、CASE 領域を中心に報告します。

また、そこに至るまでの経緯や狙いを分析することで、トヨタの今後 10 年間を見据えたモビリティ戦略を読み解きます。

本案内書をご高覧の上で、是非とも本書をご採用いただき、貴社の事業戦略の策定にご活用いただければ幸甚です。

トヨタ、ソフトウェアファーストの概念図

（トヨタ広報資料より作成）*1 Arene：プログラミングしやすいクルマづくりを目標とするオープンプラットフォーム。 *2 OTA:Over The Air。

□ 日本月報購読部署/新規同時申込者＆インターネットグループ購読企業

総括　トヨタが描く2030年のモビリティ戦略

● 体裁：A4判 91頁、カラー印刷　● 発行：2021年2月26日　● 価格：90,000円（税別、国内送料込）
● 月報読者特別価格：45,000円（税別、国内送料込)（日本月報購読者＆インターネットグループ購読企業）　

トヨタの2030年モビリティ革命
～Woven City、Arene開発、OTA製品刷新等デジタル技術を駆使して顧客主体でモビリティを再定義～

発刊のご案内発刊のご案内

●「もっといいクルマづくり」とソフトウェアファーストの関係性を解説！！
●モビリティとサービスの全領域で高まる UX の重要性とトヨタの対応を詳報！！
●モビリティカンパニーに向けた取組みの実験場となるWoven City 構想を解説！！
●トヨタの強みである環境対応車と自動運転技術の最新動向を報告！！
●コネクティッド基盤の強化に向けた ICT 事業者等との協力関係を整理！！ 
●KINTO ブランドを統一、スーパーアプリを視野に入れた MaaS 戦略を展望！！

●「もっといいクルマづくり」とソフトウェアファーストの関係性を解説！！
●モビリティとサービスの全領域で高まる UX の重要性とトヨタの対応を詳報！！
●モビリティカンパニーに向けた取組みの実験場となるWoven City 構想を解説！！
●トヨタの強みである環境対応車と自動運転技術の最新動向を報告！！
●コネクティッド基盤の強化に向けた ICT 事業者等との協力関係を整理！！ 
●KINTO ブランドを統一、スーパーアプリを視野に入れた MaaS 戦略を展望！！

ソフトウェアファーストによるクルマづくり、ホーム&アウェイ戦略について解説し、トヨタの2030年に向けた事業戦略を総括

カスタマーファースト
カスタマーが求める価値を提供する

ソフトウェアファースト
①ソフトウェアを先に開発

②ソフトウェアを動かすために最適なハードウェアを選択

ソフトウェア

ユーザーに新しい価値をタイムリーに届ける

Arene*1
開発

生産

販売

OTA*2
運用

廃棄

ハードウェア
トヨタのハードウェアの強み
1.Durability（耐久性）
2.Parts Availability（交換部品の入手しやすさ）
3.Repairablity（修理しやすさ）

フルモデルチェンジ
・ハードが大きく変わるタイ
ミングでクルマを買い替え
てもらう

マイナーチェンジ
・ハードは変更せずに、ソフト
ウェアのアップデートで新
機能を提供する
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